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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年8月2日(2012.8.2)

【公開番号】特開2012-18236(P2012-18236A)
【公開日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-004
【出願番号】特願2010-154427(P2010-154427)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  83/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    １１２　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｅ
   Ｂ６５Ｄ  83/06    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月18日(2012.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向の少なくとも一方の壁面は斜面によって形成され、最下部に長穴状の開口部が
前記長手方向に形成されている現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部の中に前記長手方向に設けられて動作する動作体と、
　前記動作体と係合し、前記動作体に連動して前記斜面上で揺動する平板状の第１の攪拌
部材と、
　を有することを特徴とする現像剤収容器。
【請求項２】
　前記第１の攪拌部材は、下端が前記動作体と係合して上端が前記斜面に掛け渡され、前
記動作体に連動して前記斜面上で揺動することを特徴とする請求項１記載の現像剤収容器
。
【請求項３】
　前記第１の攪拌部材は、上端が前記動作体と係合して下端が前記斜面に掛け渡され、前
記動作体に連動して前記斜面上で揺動することを特徴とする請求項１記載の現像剤収容器
。
【請求項４】
　前記動作体の動作は、回転動作又は往復動作であることを特徴とする請求項１～３のい
ずれか１項に記載の現像剤収容器。
【請求項５】
　前記第１の攪拌部材は面形状であり、複数のリブによって空隙が形成されていることを
特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の現像剤収容器。
【請求項６】
　前記第１の攪拌部材は、
　前記動作体との係合部の近傍の前記リブ間の前記空隙よりも、
　前記係合部から遠方の前記リブ間の前記空隙の方が小さいことを特徴とする請求項５記
載の現像剤収容器。
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【請求項７】
　前記第１の攪拌部材は、更に、
　前記動作体と平行に棒状部材が取り付けられていることを特徴とする請求項１～６のい
ずれか１項に記載の現像剤収容器。
【請求項８】
　前記棒状部材は、ステンレス又は鋼を含む金属で形成されていることを特徴とする請求
項７記載の現像剤収容器。
【請求項９】
　前記第１の攪拌部材は、更に、
　前記動作体との前記係合部の反対端に、曲げ部が設けられていることを特徴とする請求
項１～８のいずれか１項に記載の現像剤収容器。
【請求項１０】
　前記現像剤収容部は、前記長手方向の少なくとも一方の前記壁面は前記斜面によって形
成され、もう一方の壁面は垂直面によって形成され、前記最下部に前記長穴状の開口部が
前記長手方向に形成されていることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の現
像剤収容器。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の現像剤収容器は、更に、
　前記第１の攪拌部材の下方且つ前記開口部の上方に設けられた第２の攪拌部材を有し、
　前記第２の攪拌部材は、前記動作体と連動することを特徴とする現像剤収容器。
【請求項１２】
　現像剤収容器を有する画像形成ユニットであって、
　前記現像剤収容器は、
　長手方向の少なくとも一方の壁面は斜面によって形成され、最下部に長穴状の開口部が
前記長手方向に形成されている現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部の中に前記長手方向に設けられて動作する動作体と、
　前記動作体と係合し、前記動作体に連動して前記斜面上で揺動する平板状の第１の攪拌
部材と、
　を有することを特徴とする画像形成ユニット。
【請求項１３】
　現像剤収容器を有する画像形成ユニットを、備えた画像形成装置であって、
　前記現像剤収容器は、
　長手方向の少なくとも一方の壁面は斜面によって形成され、最下部に長穴状の開口部が
前記長手方向に形成されている現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部の中に前記長手方向に設けられて動作する動作体と、
　前記動作体と係合し、前記動作体に連動して前記斜面上で揺動する平板状の第１の攪拌
部材と、
　を有することを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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